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第 3節 障害理解教育 と特定理解教育と一般理解教育
1.障害理解教育の定義
学校における障害理解の推進の柱となるのが障害理解教育である。障害理解教育の



























































































































































調査内容は、今枝 ら (2013a)、堤ら (2009)、渡部 。i武田 (2008)、堀′君ら (2000)






























































校長 教頭 主幹 教諭 コー テ゛ィネー ター その他






教務 人権 福祉 道徳 総合 特活 生指 その他
8 3 3 ´2 2 2 2 23
表3校務分掌のその他の項目
9
特別支援学級担任         5
特別支援教育担当         4
通級指導担当          4
コー ディネーター           1
校内委員会委員          1
教育相談            1
学習指導部            1
各学年道徳担当          1
食育担当            1















必要である 63校  65.6%
どちらかといえば必要である 31校  32.3%
どちらかといえば必要ない 2校  2.1%








必要である 59校  64.1%
どちらかといえば必要である 32をた     34.8%
どちらかといえば必要ない 1校  1.1%









必要である 49校  51.6%
どちらかといえば必要である 44布交     46.3%
どちらかといえば必要ない 2校  2.1%
必要ない 0在吏      0.0%
4.特定理解教育と一般理解教育の必要性の差



















小学校就学前 12校  13.2%
小学校低学年(第1,2学年) 19校  20.9%
小学校中学年(第3,4学年) 26在吏     28.6%
小学校高学年(第5,6学年) 27校  29.7%
中学校 2在吏      2.2%
高等学校 2布交      2.2%

















サポート方法の理解 811交  84.4%
障害に対する知識理解 74校 77.1%
障害者に対する心情的理解 54をた  56.3%
障害者をめぐる状況理解 45校 46.9%
生徒自身の生活や社会に目を向けさせること 43をた  44.8%










任せるべきである 2校  2.1%
どちらかといえば任せるべきである 4校  4.2%
どちらかといえば任せるべきでない 26布吏    27.4%







ある 91在吏       94.8%
どちらかといえばある 5校    5.2%
どちらかといえばない 0をた        0.0%







できる 1校   1.0%
どちらかといえばできる 29校  30.2%
どちらかといえばできない 54布た      56_3%









つながる 46をた     47.9%
どちらかといえばつながる 45を黄     46.9%
どちらかといえばつながらない 4をた      4.2%








十分である 2校  2.1%
どちらかといえば十分である 8校   8.5%
どちらかといえば十分でない 52校  55.3%









十分である 1校   1.5%
どちらかといえば十分である 5校   7.6%
どちらかといえば十分でない 35在た     53.0%








































十分である 1校   3.3%
どちらかといえば十分である 3校  10.0%
どちらかといえば十分でない 17校  56.7%
















全教員の理解 80本交  83.3%
教員の発達障害に対する専門性の向上 73を黄  76.0%
学校としての組織作り 60をた  62.5%
発達障害に関する理解教育の系統的なプログラム 59校 61.5%
教材をそろえる 33をた  34.4%
社会(地域・保護者)への啓発 33をた  34.4%
教育課程に理解教育を位置づける 16校 16.7%























援助方法の学習 45布交   46.9%
事前事後の理解教育 42布交   43.8%
在籍生の実態を踏まえた話 401交   41.7%
障害のある子どもを持つ保護者の講演 39布吏   40.6%
ビデオ教材 38校 39.6%
専門家の講演 35校 36.5%
疑似体験 33布吏   34.4%
受け入れる環境 27校 28.1%
読書教材 26校 27.1%
施設との交流 22布交   22.9%
教師の経験を話す 19校 19.8%















































































全 校 (n=91)441隣:(48.4%)47布交 (51.6%)
1学年 (n=91)73校(80.2%)18校(19.8%)
2学年 (n=9o)57校(63.3%)33校(36.7%)


















































肢体不自由 62在吏            75.6%
視覚障害 47をた            57.3%
発達障害 45をた            54.9%
知的障害 43校     52.4%
聴覚障害 34をた           41.5%






































































































発達障害 37t吏           64.9%
知的障害 32校     56.1%
肢体不自由 281交            49.1%
聴覚障害 12校     21.1%
病弱 12校     21.1%


































































































肢体不自由 59校     81.9%
視覚障害 46布交            63.9%
聴覚障害 31布交           43.1%
知的障害 30を吏           41.7%
発達障害 24布交           33.3%
病弱 14をた           19.4%

























































































全 校(n=lo)8布交 (80.0%)3校 (30.0%)5布吏 (50.0%)
1学年(n=14)12校(85.7%)3布黄 (21.4%)5校(35.7%)








































行つた 10本吏 (11.4%)13布交 (14.8%)
行つていない 4布吏 (4.5%)61校 (69.3%)
2学年
(n=90)
経 由 Tm勁 暑 去 行つた 41吏 (4.4%)9お吏 (10.0%)
'た
















































全 校(n=lo) 6校      6件
1学年(n=14) 13校     17件
2学年(n=11) 10校    11件








1学年(n=15) 10 6 0
2学年(n=11) 8 3 0










全 校(n=5) 4 2 1
1学年(n=16) 14 5 3
2学年(n=9) 9 4 4

































全 校(n=6)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3
1学年(n=15)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0
2学年(n=9)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0
3学年(n=3)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0
表23-5実施した時間数
0～1時間 1時間 2時間 3時間 その他
全 校(n=5) 0 3 1 0
1学年(n=11) 0 8 3 0 0
2学年(n=6) 0 5 1 0 0
3学年(n=3) 0 3 0 0 0
表23-6実施した教材口方法
読み物 映像 疑似体験 講演 交流 その他
全 校(n=5) 1 0 0 1 1 2
1学年(n=13) 5 1 0 1 2 4
2学年(n=9) 3 1 0 3 2 1

































全 校(n=6) 4 2 3 2 0 0
1学年(n=14) 13 7 4 4 3 0
2学年(n=9) 6 2 5 5 1 0




1件、特別支援学級担任 1校1件、道徳副教材 1校1件、担任の話 (保護者の手紙)1




























































































2学年(n=66) 6校(9.1%)23在吏 (34.8%)29在交 (43.9%)23校(34.8%)











































































1学年(n=84) 0本吏 (0.0%)26ネ交 (31.0%)46在羹 (54.8%)12布交 (14.3%)
2学年(n=75) 1校(1.3%)30本吏 (40.0%)36本羹 (48.0%)8をた (10.7%)









理由あり 0校(0.0%)16校(61.5%)18校(39.1%) 5布交 (41.7%)
理由なし 0校(0.0%)10校(38.5%)28をた (60.9%)7校(58.3%)
2学年
理由あり 1北吏 (100.0%)15布交 (50.0%)15校(41.7%) 3校(37.5%)
理由なし Otた ( 0.0%)15校(50.0%)21校 (58.3%) 5校(62.5%)
3学年
理由あり 1校 (100_0%)16校(55.2%)16在交 (44.4%)6を吏 (54.5%)














































































































































































































































回答数の結果を表 31‐1に示す。全校 2校2件、1学年 17校24件、2学年7校8件、
3学年5校6件の回答があつた。しかし、その回答のうち、すべて正確に記述されたもの
が全校 0校、1学年 1校4件、2学年 2校、3学年 1校であつた。結果は、項目別に回答
があつたものをまとめて記す。
表31-1交流及び共同学習の事前事後指導の実施の回答数【学校、学年別】











1学年(n=21) 15 7 0
2学年(n=8) 5 3 0































全 校(n=2) 2 0 0










0～1時間 1時間 2時間 3時間 その他
全 校(n=1) 0 0 0 0 1
1学年(n=lo) 0 9 1 0 0
2学年(n=3) 0 2 0 0 1
3学年(n=2) 0 2 0 0 0
表31-5実施した教育課程









全 校(n=2)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
1学年(n=18)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3 9 1
2学年(n=6)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2





















読み物 映像 疑似体験 講演 交流 その他
全 校(n=2) 0 0 0 1 1 0
1学年(n=17) 2 0 0 6 5 4
2学年(n=4) 1 0 0 1 1



















全 校(n=1) 1 0 0 0 0 0
1学年(n=18) 14 9 10 9 4 0
2学年(n=6) 3 2 2 4 2 0

































2件、特別支援学級担任の話 1校1件、学年総務 1校1件、各担任 1校1件、学年所
属の学級担任より1校1件、学年主任による講話 1校1件、特別支援学校教員 1校1



































































































































全 校(n=2) 1 2 2
1学年(n=3) 3 0 0
2学年(n=o) 0 0 0









全 校(n=2) 1 0
1学年(n=2) 2 0 0
2学年(n=o) 0 0 0












0～1時間 1時間 2時間 3時間 その他
全 校(n=1) 0 0 0 0
1学年(n=3) 0 2 1 0 0
2学年(n=o) 0 0 0 0 0
3学年(n=1) 0 1 0 0 0
表34-6実施した啓発方法
読み物 映像 疑似体験 講演 交流 その他
全 校(n=3) 1 0 0 0 0 2
1学年(n=4) 0 0 0 2 0 1
2学年(n=1) 0 0 0 1 0 0





























全 校(n=2) 1 1 1 0 0
1学年(n=4) 3 3 2 1 0
2学年(n=2) 1 0 2 1 0 0







全 校(n=2)PttA総会や学校便り              1件
通級指導教室の案内や学校の様子の案内と理解  1件
1学年(n=3)生徒指導担当                 1件
様々な生徒がおり様々な捉え方が必要であること  1件
通信発行                   1件
2学年(n=1)保護者会                   1件




















































































































































































































































読み物 映像 疑似体験 その他
1学年(n=3) 3 0 0 0
2学年(n=o) 0 0 0 0







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































今枝史雄・楠 敬太・金森裕治 (2013a)通常の小 。中学校における障害理解教育の
実態に関する研究 (第I報)一実施状況及び教員の意識に関する調査を通して―.
大阪教育大学紀要第IV部門,61,2,63‐7 .













































森 由香 0越野和之 (2008)中学校における交流および障害理解教育の現状と課題 .
奈良教育大学紀要,57,1,95‐106.



























その他(     )
道徳担当    人権担当
福祉教育担当  特別活動担当
総合的な学習の時間担当
教務担当   生徒指導担当
























教 材 名 ‐内容
(出版社 、筆 者 )
講演 名 ‐内容



































































講 演 名・ 内容




l)必要  2)どちらかといえば必要  3)どちらかといえば必要ない  4)必要ない
②発達障害に関する‐般的な理解教育は、発達障害のある生徒が学級。学校に在籍しているとき行う必要
があります力、
lL必要  2)とおらかといえば必要  3)どちらかといえば必要ない  41必要ない
③発達障害に関する‐般的な理解教育は、発達障害のある生徒が学級。学校に在籍していなくても行う必
要がありますれ












J)任せるべき 2)どちらかといえば任せるべき 3)どちらかといえば任せるべきでない 41任せるべきでない
②全教員が発達障害について学ぶ必要はあります力、
1)ある    2)どちらかといえばある    3)とちらか いえばない     41ない
③全教員は発達障害に関する_般的な理解教育をこれまでの経験で指導できます力ヽ
1)できる    2)どちらかといえばできる    3)どちらかといえばできない   41できない
④発達障害に関する理解教育の系統的なプログラムの開発がなされ、通常学級の授業でそれを行うことは、
教員の発達障害への意識向上、専門性の向上につながります力、











































































国 数 社 理




























国 数 社 理


























国 数 社 理


























国 数 社 理










































国 数 社 理
































国 数 社 理































国 数 社 理































国 数 社 理





























































(    )
校外
(    )
その他




















(    )
校外
(   )
その他
































































障害種 学級・学校在籍生徒の個々の臆 婁 ir閣オ スコ 鯉 掛 吉
障害に関する




































































国 数 社 理





















































国 数 社 理

























国 数 社 理
































1〕わ た 【②へ】 2)行うていない 【④へ】
②学年の生徒に対して交流及び共同学習の事前事後に発達障害に関する一般的な理解教育を行つたかど
うかを選んで番号に○をつけてくださし、














































国 数 社 理































国 数 社 理





























国 数 社 理





























国 数 社 理





























国 数 社 理


































































(    )
校外













































(    )
校外














その他(           )
豚 が終わつたら【15.へ】』









































60布交     65.2%
30本た     32.6%
2校  2.2%






59在吏     64.1%
32本交     34.8%
1校  1.1%






47本交     51.1%
43在吏     46.7%
2校  2.2%

















































1学年(n=5) 4 1 1
2学年(n=7) 4 3 0










全 校(n=2) 2 0 0
1学年(n=5) 5 0 0
2学年(n=5) 5 1 1





















全 校(n=2)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0
1学年(n=5)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1
2学年(n=7)0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 3 1 3 0









0～1時間 1時間 2時間 3時間 その他
全 校(n=1) 0 1 0 0 0
1学年(n=3) 1 1 0 0
2学年(n=5) 0 4 0 0 1
3学年(n=1) 0 0 0 0 1







読み物 映像 疑似体験 講演 交流 その他
全 校(n=2) 2 0 0 0 0 0
1学年(n=4) 1 0 0 2 0 1
2学年(n=5) 0 0 0 1 1 3





























全 校(n=2) 1 1 0 2 1 0
1学年(n=5) 2 2 3 2 0 0
2学年(n=6) 6 2 3 4 1 0
3学年(n=o) 0 0 0 0 0 0
実施した教材名と内容についての結果を表 C‐8に示す。全校0校0件の回答があつ
た。1学年 2校2件の回答があり、特別支援学級担任の話 1校1件、保護者の感想 1





































1学年(n=o) 0 0 0
2学年(n=o) 0 0 0







1学年(n=7) 6 1 0













1学年(n=8)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 4 0
2学年(n=2)0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1





0～1時間 1時間 2時間 3時間 その他
1学年(n=2) 0 1 0 1 0
2学年(n=1) 0 0 1 0 0








読み物 映像 疑似体験 講演 交流 その他
1学年(n=7) 2 1 2 1 1 2
2学年(n=2) 1 0 0 1 1 1




























1学年(n=8) 6 3 3 4 0 0
2学年(n=2) 2 1 0 1 0 1


























































































本研 究論 文 の作成 に あた つて 、指 導 教 官 で あ る兵庫 教 育 大 学 大 学 院
教授 の芝 田裕 一先 生 には、入 学 当初 か ら明確 で丁寧 な ご指 導 。ご助 言
を賜 りま した。そ の 中で 、障害 理解 教 育 そ して人 間理解 教 育 の あ り方 、
教員 と して の役 割 な ど様 々 な こ とを学 ばせ て いた だ きま した。先 生 と
の 出逢 い と研 究や 講 義 な どで私 を温 か く見守 りなが ら支 え、育 て て く
だ さつた こ とに心 か ら感 謝 を して 、お礼 を 申 し上 げ ます 。 あ りが と う
ご ざい ます。
な らび に、特 別 支 援 教 育 専攻 科 の先 生 方 に は、講 義や 指 導 会 等 を通
して 、修 士論 文 に関す る貴重 な ご指 導 ◆ご助 言 をい た だ きま した。厚
くお礼 を 申 し上 げ ます。 あ りが と うご ざい ます。
また、富 山大 学教 授 で あ る西館 有 沙 先 生 をは じめ とす る学会 を通 し
てお 出会 い した諸 先 生や 学 生 の方 々 に は、沢 山の ご助 言 や 励 ま しのお
言葉 をい た だ き、感 謝 を してお ります 。 あ りが と うご ざい ます 。
そ して 、兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 で の 2年間 とい う貴重 な研 修 の機 会 を
与 えて くだ さつた A県教 育委 員 会 、B市立 C中学校 前校 長 遠 山忠 男先
生 、同校 現 校 長 吉竹 一泰 先 生 を は じめ、諸 先 生 方 、事務 職 員 の方 々 に
は、感 謝 の念 が耐 えませ ん。心 よ り感 謝 を して、お礼 を 申 し上 げます。
あ りが と うご ざい ます 。
更 には、質 問紙 調 査 にお きま して 、D県教 育委員 会 教 職 員 課 、特 別
支援 教 育課 、教育事務所 、市 町教 育委員会 の皆 様 、D県内 の全 市 町 立
中学校 の校 長 先 生 をは じめ とす る諸 先 生 方 、D県教 育委 員 会 事 務 局 の
樋 日正和 さん、D県立特別 支援教 育セ ンターの上条佳伸 さん には、研 究
の趣 旨を ご理解 いただき、 ご協力 を賜 りま した こ とに対 して、深 く感謝
を申 し上 げます。 あ りが と うござい ます。
私 は、芝 田ゼ ミ、障害科学 コー スの先輩方 を含 めた皆様 、そ して、本
学でお出会 い した学長先生 をは じめ とす る多 くの方 々に 2年間を支 えて
いただきま した。 その励 ま しや応 援 が あつたか らこそ、様 々な こ とに挑
戦 を しなが ら、充実 した毎 日を過 ごす こ とがで きた と考 えてお ります。
皆様 に感 謝 を してい ます。 これ か らもこの出逢 い を大切 に して、本大学
で学んだ こ とを多 くの人 に伝 えなが ら教育活動 にかかわ つてい きます。
あ りが と うご ざい ます。
2015Z■2月 20 日
松 田 淳 二
